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安全運転支援無線通信システムへの取組み

2008年12月19日2008年12月19日

トヨタ自動車株式会社

1TOYOTA MOTOR CORPORATION



持続可能なモビリティ社会の実現に向けて

環境負荷 事故 渋滞環境負荷 事故 渋滞

｢ ゼロナイズ ｣ゼ ナイ ｣
ネガティブインパクトの最小化

｢ゼロナイズ｣とは 環境への負荷 交通渋滞 交通事故などのクルマ
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｢ゼロナイズ｣とは、環境への負荷、交通渋滞、交通事故などのクルマ
がもたらすネガティブな側面を最小化していくべく、絶えず努力を続
けていくビジョン・姿勢を象徴する言葉です。



インフラ協調安全システムのイメージ

システム連携により安全システムを構築

車車間通信システム車車間通信システム
物陰でドライバ の死角となる

システム連携により安全システムを構築

自律システム自律システム

物陰でドライバーの死角となる
車両情報を提供

自律システム自律システム
ドライバーの死角になりがちな

車の周囲状況を感知

路車間通信シ ム路車間通信シ ム路車間通信システム路車間通信システム
信号機情報、規制情報、歩行者情報など、ドライバーにとって
死角なっている状況においても情報を提供
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死角なっている状況においても情報を提供



⑦横断歩行者・自転車

インフラ協調システムで実現したい安全サービス

死角
大型トラック

路側機

（凡例）

通信エリア

死角

⑦横断歩行者 自転車

検知情報提供

①信号情報利用

②死角情報伝送
（右折事故対応）

I． 交差点
（信号有り）

II． 交差点
（信号無し）

②死角情報伝送（出会い頭事故対応）

④接近車両検知情報提供

止まれ

信号制御装置

⑤停止・低速車両情報提供

⑥路面情報提供

カメラ/センサ

渋滞末尾
III． 見通し外

③規制情報利用
（一時停止，速度規制）

凍結路面

渋滞末尾

(カーブ）

事 減

死者数低減効果

インフラ協調システム低減効果

自律システムの低減効果[事故低減効果]

効果薄

死傷者数低減効果死傷者数低減効果

対対対交単追正
車対車
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車・人・交通環境が一体となった取り組みで事故・死傷者最少化へ

教育活動教育活動死傷者

人

交通環境車

安全技術による製品開発安全技術による製品開発 交通流の改善交通流の改善
インフラ協調インフラ協調

事故最少化

死傷者最少化
インフラ協調インフラ協調

20XX年
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